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参加者へのご案内

1. 参加受付

本研究会は対面で開催します。
健康上の安全を重視し、対面参加可能な方の任意の参加とします。
　・受付場所：京都テルサ東館 2 階セミナー室（講演・口頭発表会場）前
　・受付時間：10 月 19 日（水） 9：00 〜
　　　　　　　10 月 20 日（木） 8：50 〜

2. 対面参加における新型コロナウイルス感染症対策

　・会場内ではマスク等の着用をお願いします。
　・会場内では他の参加者との間隔を開けて、ご着席下さい。

3. 参加費、参加登録

　・�事前参加登録期日までにご登録いただいた場合は事前参加費となりますが、期日を過ぎてご
登録の方は当日参加費でのご参加となります。

　・�当日参加費：　会員 10,000 円、学生 2,000 円、非会員 11,000 円
　　※学生の方へ　当日会場で、学生証などの提示を求める場合があります。
　・当日参加のお申込をされる方は必ず受付にお立ち寄りください。
　・�事前参加登録および参加費振込が完了されている方には当日、プログラム要旨集および参加

証兼領収書（ネームカード）をお渡しいたしますので、必ず受付にお立ち寄りください。
　・事前参加登録費のご入金がお済みでない方は、受付で参加費をお支払いください。
　・会場内ではネームカードを必ずご着用ください。

4 懇親会

新型コロナウイルス感染拡大防止及び参加者の皆様の安全という観点から、開催いたしません。

5. 賞の選考について

【部会賞】、【研究奨励賞】、【閔賞（若手優秀研究賞）】の選考に加え、【生命金属科学研究推進賞】、【実
行委員長賞】の選考を行うこととしました。

【生命金属科学研究推進賞】、【実行委員長賞】は、閔賞へエントリーした演題を審査対象とします。
閔賞を受賞した場合は、受賞できません。

6. 表彰について

　・�【部会賞】、【研究奨励賞】、【閔賞（若手優秀研究賞）】は日本毒性学会生体金属部会・部会長
による授与、【生命金属科学研究推進賞】、【実行委員長賞】はメタルバイオサイエンス研究会
2022・実行委員長による授与となります。

　・授賞式は 10 月 20 日（第 2 日目）の 12:20 より行います。
　・講演・口頭発表会場で、授与及び記念撮影を行います。
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7. 昼食

午前のセッション終了後に、お弁当を講演・口頭発表会場入り口付近でお受け取りください。
コロナ感染症対策のため、適度な距離を保ち、また時間をずらして食べるなどのご協力をお願い
いたします。
飲食可能な場所は、以下の通りです。
1 日目： 休憩室 または ポスター会場　
　　　　（幹事会終了後であれば、講演・口頭発表会場でご飲食いただくことも可能です。）
2 日目： 休憩室 または 講演・口頭発表会場
また、会期期間中、東館１階のレストラン・ラウンジが営業中です。

8. 幹事会について

　・10 月 19 日（第 1 日目）に幹事会（12:30-13:10）を開催します。
　・幹事の先生方は、お弁当をお受け取りの後、講演・口頭発表会場にお入りください。

9. クローク

設けておりません。

10. 喫煙所について

喫煙コーナー（屋外：駐輪場南側）以外、敷地内は全て禁煙になっております。
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口頭発表者へのご案内

1. 発表、討論時間

　・部会賞受賞講演は、講演 30 分、研究奨励賞受賞講演は、講演 15 分です。
　・シンポジウムの発表・討論時間の割振りはオーガナイザーに一任いたします。
　・口頭発表は、発表 10 分、討論 2 分です。

2. 試写について

試写は行いません。発表になりましたらご自身の PC 本体を持ち込み、プロジェクターに接続して
ください。昼食時間やその他の空き時間を利用し、試写していただくことは可能です。

3. 次演者の皆様へ

前演者の講演開始と同時に次演者席にお着き下さい。

4. 発表について

　・�会場には液晶プロジェクターを準備いたします。ご講演データは各自のコンピューターに入
れてご持参下さい。

　・発表中にスクリーンセーバーや省電力モードにならないよう設定して下さい。
　・�会場にて用意したプロジェクターと PC を接続できない場合に備え、バックアップ用のデータ

（USB フラッシュメモリーまたは CD-R）をご持参下さい。
　・�会場でご用意する PC ケーブルコネクタの形状は HDMI および mini D-Sub 15 ピンです。こ

の形状にあった PC をご用意下さい。またこの形状に変換するコネクタを必要とする場合には
必ずご自身でお持ち下さい。

口口頭頭発発表表者者へへののごご案案内内  

1. 発表、討論時間 

・部会賞受賞講演は、講演 30 分、研究奨励賞受賞講演は、講演 15 分です。 

・シンポジウムの発表・討論時間の割振りはオーガナイザーに一任いたします。 

・口頭発表は、発表 10 分、討論 2 分です。 

 

2. 試写について 

試写は行いません。発表になりましたらご自身の PC 本体を持ち込み、プロジェクターに接続してください。昼

食時間やその他の空き時間を利用し、試写していただくことは可能です。 

 

3. 次演者の皆様へ 

前演者の講演開始と同時に次演者席にお着き下さい。 

 

4. 発表について 

・会場には液晶プロジェクターを準備いたします。ご講演データは各自のコンピューターに入れてご持参下さい。 

・発表中にスクリーンセーバーや省電力モードにならないよう設定して下さい。 

・会場にて用意したプロジェクターと PC を接続できない場合に備え、バックアップ用のデータ（USB フラッシュメ

モリーまたは CD-R）をご持参下さい。 

・会場でご用意する PC ケーブルコネクタの形状は HDMI および mini D-Sub 15 ピンです。この形状にあった

PC をご用意下さい。またこの形状に変換するコネクタを必要とする場合には必ずご自身でお持ち下さい。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

HDMI                    mini D-Sub 15 ピン        

・講演時間終 1 分前および講演時間終了時には予鈴によってお知らせします。 

 

5. 質疑・応答 

討論者はあらかじめ会場内の討論用マイク後方に並び、座長の指示に従って所属と氏名を述べたあと、簡潔に

発言して下さい。 

 

 

座座長長へへののごご案案内内  

・会場前方の次座長席にセッション開始 15 分前までにお越し下さい。 

　　　　　　　　　　　　　 HDMI　　　  　  　　　　　mini D-Sub 15 ピン　　　　　　
　・講演時間終 1 分前および講演時間終了時には予鈴によってお知らせします。

5. 質疑・応答

討論者はあらかじめ会場内の討論用マイク後方に並び、座長の指示に従って所属と氏名を述べた
あと、簡潔に発言して下さい。

座長へのご案内 

　・会場前方の次座長席にセッション開始 15 分前までにお越し下さい。
　・部会賞受賞講演は、講演 30 分、研究奨励賞受賞講演は、講演 15 分です。
　・シンポジウムの発表・討論時間の割振りはオーガナイザーに一任いたします。
　・口頭発表は、発表 10 分、討論 2 分です。
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ポスター発表者へのご案内

1. 発表時間、貼付・撤去時間

　・�ポスター発表の受付は行いません。プログラム番号をご確認の上、ポスターパネルに掲示し
て下さい。

　・発表時間になりましたらリボンをつけ、各自のポスター前で説明、討論を行って下さい。
　・ポスターの貼付、発表、撤去時間は下記の通りです。

ポスター番号 貼付時間 質疑応答（コアタイム）  撤去時間
奇数番号 11:00 ～ 13:25 13:25 ～ 14:10 14:55 ～ 17:30
偶数番号 11:00 ～ 13:25 14:10 ～ 14:55 14:55 ～ 17:30

2. ポスターサイズ

　・ポスターボードのサイズは、縦 210 cm x 横 90 cm です（A0 版掲示可能）。
　・ポスターは縦 180cm、横 90cm 以下のサイズで作成して下さい。
　・プログラム番号（横 10 cm × 縦 10 cm）は事務局で準備し、パネル左上に貼付いたします。

3. 展示方法

演題番号をご確認の上、所定の場所にポスターを掲示して下さい。プッシュピンは、パネルの所
に用意してあります。見やすさを考え、なるべくパネル上部に収まるように留意して下さい。

4. 質疑・応答

質疑・応答（コアタイム）の開始 5 分前までにポスターの前にお越し下さい。発表者の変更は原
則として出来ません。

5. 撤去

ご使用になったプッシュピンは紙コップに入れ、パネル下部に貼り付けて下さい。19 日（水）17
時 30 分までに必ず撤去をお願いします。撤去時間後も残っているポスターにつきましては、事務
局で処分させていただきますのでご了承下さい。




